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アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

食品開発にあたり、基礎から臨床へとつなげ
る研究ステップを有しています。学内には共同
研究推進のための食品ラボを設定しています。

摂食嚥下リハビリテーション学分野 http://www5.dent.niigata-u.ac.jp/~dysphagia/index.html

介護食の世界に革命を
～ 「食べる」を知って「食べる」を支える ～

※お問い合わせは 新潟大学社会連携推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

図1．スマイルケア食の選び方

・介護食や食器具の開発を目指すすべての企業
・既存の食品の検証を希望する関連企業

図2．亀田製菓㈱様との
共同研究
硬さの順番で並べた5種
類の米菓摂取時の咀嚼
初期（E），中期（M），後
期（L）の各値を若年者と
高齢者で比較したところ，
高齢者の方が筋活動の
負荷が高いこと，最も軟
らかいHHでは咀嚼後期
に舌骨筋群活動量が上
昇していることなどが分
かる（文献2より）．
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農林水産省では、「食べる」ことが衰えた
人向けに、介護食の新たな名称を「スマイル
ケア食」と名づけて、その市場拡大を図ろう
としています（図1）。スマイルケア食では、
食品アイテム決定に際して、食品物性を安全
性の基準にあげています。ここでは、飲み込
みやすいものを食べやすいもの＝安全に食べ
られるものと定義しています。しかし、それ
で本当にいいのでしょうか。
食べるには「飲み込む」ものだけでなく

「噛む」ことも大変重要です。私たちが、新
潟大学医歯学総合病院の患者様や「噛む」と
「飲み込む」の関係を調べた研究を通して分
かったこと、それは咀嚼（そしゃく）するこ
とこそ飲み込みを助けるために必須で重要な
運動であるということです。
私たちはこれまで、新潟県内の多くの食品

企業様と間で「食べる」ことを知るための共
同研究、新たな食品開発につながる共同研究
を行い、その成果を発表してきました（下記
論文リストは一例です）（図2）。健康な私た
ちなら何気なく食べてしまうものが、患者様
や高齢者にとってどれだけ重要であるかを一
緒に調べてみませんか。
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